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1　犯罪関係 

令和5年1月中の岡山北警察署管内の刑法犯認知件数は6件で、前年同時期と比べて 
4件増加となっています。 

【令和5年1月中の‾刑法犯認知状況】　2　億人窃盗の議書lこ遭わないために 
罪種別　　　件数　発生地域　　名　昨年、忍込み等の侵入窃盗が発生しています言 

忍込み　1　吉備中央町　Z　侵入窃盗の大半は、鍵を掛けていない無施餓 

窃盗犯　置引き　1　建部町　　Zの場所から侵入され、被害に 

万引き　　2　御津・吉備中央町　名遭っています。外出する時は 

その他合塾吉≡劃華霧整（／、－襲囲 

架空料金請求詐欺に注意！ 
電子マネ”で支払いをさせる詐欺多発 � 
㊥　パソコンがウイルスに感染しました。 � 
㊥　有料サイトや動画の未納料金があります。 � 
㊥　当選した！受取手数料を払ってください。 � 
㊥　電子マネーを買って番号を教えてください。 � 

■つでも当てはまれば注意　三国 　詐欺です！＼＼恐∵＼＼ 

2　交通関係 
令和5年1月中の岡山北警察署管内の交通事故発生状況（概数）は下記のとおりです。 
・総事故件数　　　　73件（昨年比　＋32件） 
・人身事故　　　　　　3件（昨年比　－　1件） 
・死者数　　　　　　　　0人（昨年比　±　0人）　　　　　　繋＼うー 
・物損事故　　　　　70件（昨年比　＋33件）　　　　　　　メ 

つ 

潜面凍琵時に人身手技養生III 

本年1月25日の朝方、3台の車が絡む交通事故が発生。 
凍結した下り坂において、車を停車させて降車したところ、同 
車誤嵩溜軍曹器詩語讐薯、つを驚／桑 

謹藷藷議諸鐙灘 � 
時の備えを万全にしておきましょう！ 晴の回「ゆする」とまる・まもる」で日本－れ 
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「毎日第2金曜日は、犯酷さ七草neBl」「特殊詐欺にi主意！」
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